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ウラン燃料における TRU 核種の生成量抑制に向け、中性子
吸収材の添加に着目した研究を実施している。特に、Pu238
と Pu241 は潜在的放射性毒性の高い TRU 核種であることか
ら、これらの核種の生成経路を調査し、関連する核種の反応率
を低下する中性子吸収材を明らかにした。この検討において、
Dy162 と Er162 は、U236 との中性子捕獲反応を大きく抑制
し、結果として Pu238 の生成量を低減することを明らかにし
た。これは、U236 の中性子捕獲反応が主に 5.5eV 付近の共鳴
によるものであり、この共鳴による中性子捕獲を同じく 5.5eV
付近に共鳴をもつ Dy162 と Er162 が抑えるためである。
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中性子吸収材の添加によるTRU 核種の生成量抑制
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•  ヘテロ元素の特徴を活用した特異な有機π電子
共役系分子の新奇構築手法開発を起点として、炭
素や水素など汎用元素から成り、多彩な光・電子
機能を有する有機分子材料の創製に成功。

• 電気エネルギーを光エネルギーへ高効率で変換
できる有機 EL 素子を実現。

• 既存の「分子積層様式による発光色制御」という
概念とは一線を画す「配座による発光色制御」と
いう外部刺激応答性材料における新概念を確立。

省エネルギーデバイス、医療分野、光触媒開発

分子の形と元素の性質を活用した
多彩な光・電子機能分子の創製
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